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平
成
六
年
度
よ
り
、
三
ヶ
年
の
予
定

で
、
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
国
際

学
術
研
究
「
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

学
術
情
報
網
に
よ
る
国
際
共
同
利
用
に

関
す
る
研
究
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
計
画
と
今
年
度

の
研
究
成
果
の
概
要
を
報
告
す
る
。

〈
研
究
目
的
〉

最
近
、
海
外
に
お
い
て
日
本
研
究
の

高
揚
化
に
伴
い
、
研
究
や
日
本
語
教
育

に
お
い
て
基
礎
的
な
資
料
と
し
て
の
文

献
や
古
典
テ
キ
ス
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
と
く
に
、

欧
米
で
は
大
規
模
な
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
、
電
子
化
辞
書
、
文
章
解
析
シ

ス
テ
ム
等
の
研
究
開
発
が
発
展
し
、
文

学
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
領
域
に
渡
っ

て
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
が
常
識
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
で
は
人
文

科
学
分
野
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
は

国
際
学
術
研
究
報
告

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
国
際
的
に

公
開
・
提
供
さ
れ
て
い
る
日
本
語
に
よ

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
殆
ど
無
い
に
等
し

い
・
本
研
究
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館

に
蓄
穣
す
る
各
種
の
国
文
学
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
、
学
術
情
報
ネ
ッ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
を
用
い
て
、
欧
米
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
環
境
に
提
供
し
、
か
つ
活
用
す
る
た

め
の
諸
方
策
を
調
査
・
研
究
し
、
欧
米

か
ら
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。具
体
的
に
は
、
欧
米
に
数
ヶ
所
の
拠

点
を
設
け
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
提
供
と

そ
の
共
同
利
用
の
方
式
に
つ
い
て
の
技

術
上
、
運
用
上
の
諸
問
題
を
調
査
研
究

し
、
可
能
な
限
り
実
証
実
験
を
行
う
。

さ
ら
に
、
欧
米
で
は
テ
キ
ス
ト
処
理
技

術
に
関
す
る
先
進
的
な
研
究
成
果
の
蓄

穣
が
あ
り
、
日
本
古
典
テ
キ
ス
ト
ヘ
の

適
用
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
。

へ

〈
研
究
経
緯
〉

平
成
六
年
度
は
、
三
次
に
渡
る
調
査

研
究
と
し
て
実
施
し
た
。

①
第
一
次
基
本
調
査
研
究
（
欧
州
）

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
か
れ
た
欧
州

日
本
学
研
究
集
会
（
向
醇
嗣
）
の
協
力

を
得
て
、
海
外
に
お
け
る
日
本
語
処
理
、

日
本
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
実
状
や
問
題

に
つ
い
て
調
査
し
、
ま
と
め
た
。
各
国

約
四
十
名
の
研
究
者
の
協
力
を
得
た
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
ロ
ン
ド

ン
大
学
と
の
共
同
研
究
に
つ
い
て
、
基

本
計
画
を
ま
と
め
た
。

②
第
二
次
基
本
調
査
研
究
（
欧
州
）

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
基
本
調

査
を
実
施
し
た
。
同
大
学
計
算
機
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
各
カ
レ
ッ
ジ
か

ら
、
直
接
国
文
学
研
究
資
料
館
へ
ア
ク

セ
ス
す
る
技
術
を
確
立
し
た
。
日
本
語

処
理
シ
ス
テ
ム
環
境
は
国
文
学
研
究
資

料
館
で
用
意
し
、
実
装
し
た
。
ま
た
、

日
本
語
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
噺
本
大
系
を
、

動
作
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
ド
フ
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ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
共
同
計
画
を
進
め
、

同
様
の
接
続
実
験
を
行
い
、
成
功
し
た
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
が
進
め

る
電
子
化
計
画
や
世
界
的
に
も
新
し
い

電
子
出
版
の
た
め
の
納
本
制
度
に
つ
い

て
調
査
研
究
し
た
。
同
図
書
館
が
所
蔵

す
る
貴
重
書
奈
良
絵
本
等
の
電
子
化
に

つ
い
て
、
協
議
し
た
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
中
心
的
な
日
本
学

研
究
者
約
三
十
名
か
ら
成
る
学
会
組
織

が
あ
り
、
こ
れ
を
母
体
と
し
、
ベ
ネ
チ

ア
大
学
に
拠
点
を
置
く
合
意
が
得
ら
れ

た
。
な
お
、
正
保
版
本
歌
集
二
十
一
代

集
を
素
材
と
し
て
、
同
国
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
上
で
の
動
作
確
認
を
行
っ
た
。

③
第
三
次
基
本
調
査
研
究
（
平
成
七
年

三
月
実
施
予
定
）

米
国
、
カ
ナ
ダ
及
び
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
テ
キ
ス
ト
処
理
、
テ
キ
ス
ト
ア
ー

カ
イ
ブ
の
技
術
、
及
び
実
態
の
調
査
研

究
を
行
う
。（
研
究
情
報
部
安
永
尚
志
）

「
セ
ミ
ナ
ー
原
典
を
銃
む
」
刊
行
…
…

菜
報
・
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
・
…

影
印
叢
書
の
刊
行
・
…
・
…
…
・
…
…
・
・
…
．

鋪
十
八
回
国
際
日
本
文
学
研
究
典
会
・
・
．

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
サ
ー
ビ
ス
時
間
延
畏

利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
…
・
・
…
・
・
…
…
。
．

平
成
７
年
度
春
季
学
会
…
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．
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：
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第
十
七
回
夏
期
公
開
購
演
会

第
十
七
回
を
迎
え
た
夏
期
公
開
講
演

会
を
、
平
成
六
年
度
は
、
七
月
二
十
八

日
（
木
曜
）
・
二
十
九
日
（
金
暇
）
の

両
日
、
当
館
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催

し
た
。
本
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
前
近
代

か
ら
近
代
へ
の
過
渡
期
と
し
て
の
重
要

性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
や
や
研
究

不
足
の
感
の
あ
っ
た
幕
末
か
ら
明
治
初

期
に
か
け
て
の
時
期
に
注
目
す
る
意
味

で
、
「
幕
末
か
ら
明
治
へ
」
と
し
た
。

講
師
と
演
題
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る

（
計
四
題
）
。

〔
二
十
八
日
〕

・
大
西
廣
当
館
教
授
（
整
理
閲
覧
部

長
）
「
幕
末
・
明
治
の
「
絵
」
と
「
言

葉
」
ｌ
錦
絵
か
ら
錦
絵
新
聞
へ
ｌ
」

・
森
安
彦
当
館
教
授
（
史
料
館
長
）

「
幕
末
維
新
期
、
庶
民
の
識
字
力
の
展

開
ｌ
寺
子
屋
・
郷
学
・
学
制
発
布
ｌ
」

〔
二
十
九
日
〕

・
谷
川
恵
一
高
知
大
学
助
教
授
「
明
治

初
期
の
歴
史
叙
述
」

・
小
島
憲
之
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

「
幕
末
・
明
治
文
学
一
斑
ｌ
漢
語
的
な

る
も
の
を
中
心
と
し
て
ｌ
」

内
容
は
こ
の
時
期
の
日
本
語
・
日
本

文
学
・
文
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
に
及

び
、
研
究
者
・
学
生
・
市
民
等
、
二
日

間
で
延
べ
約
四
百
人
に
及
ぶ
参
加
者
が

講
演
会
報
告

S昼…a－a…

こ
の
た
び
杉
浦
俊
介
氏
（
杉
浦
家
当

主
、
梅
源
の
曾
孫
）
よ
り
、
杉
浦
梅
潭

関
係
資
料
が
当
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

杉
浦
梅
諏
旧
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、

寄
贈
者
と
相
談
の
上
、
「
杉
浦
梅
潭
文

庫
」
と
命
名
、
今
後
、
一
括
し
て
整
理
、

保
存
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

杉
浦
梅
潭
（
名
は
誠
。
一
八
二
六
～

一
九
○
○
）
は
、
幕
末
の
幕
臣
で
、
洋

書
調
所
（
の
ち
開
成
所
）
頭
取
か
ら
目

付
、
目
付
筆
頭
と
な
り
、
幕
府
の
外
交

方
針
決
定
の
中
枢
に
参
画
、
そ
の
後
最

後
の
箱
館
奉
行
を
務
め
ま
し
た
。
維
新

後
は
、
北
海
道
に
開
拓
使
が
設
霞
さ
れ

る
と
、
開
拓
権
判
官
と
し
て
再
び
函
館

に
赴
任
、
外
国
と
の
外
交
折
衝
に
あ
た

り
ま
し
た
。
東
京
に
帰
っ
た
後
、
向
山

黄
村
ら
と
詩
の
結
社
「
晩
翠
吟
社
」
を

起
こ
し
、
漢
詩
人
と
し
て
活
躍
し
ま
し

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

第
四
十
一
回
公
開
講
演
会

東
京
以
外
の
都
市
で
行
う
こ
と
が
毎

年
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
秋
期
の
公
開

講
演
会
を
、
本
年
度
は
、
十
月
二
十
一

日
（
金
曜
）
午
後
、
仙
台
市
に
お
い
て

開
催
し
た
。
会
場
は
仙
台
市
博
物
館

国
文
研
ｌ
新
し
い
動
き
①

肉

「
杉
浦
梅
潭
文
庫
」
の
受
贈

ｑ
ｑ
ｄ
ｑ
ｑ
ｄ
ｄ
ｑ
ｄ
ｑ
ｄ
ｑ
ｑ
ｄ
ｑ
ｑ
ｑ
４
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
ｑ
Ｑ
ｑ
ｑ
ｑ

’
ホ
ー
ル
。
講
師
と
演
題
は
、
左
記
の
通

り
で
あ
る
。

・
錦
仁
秋
田
大
学
教
授
「
平
安
後
記
の

和
歌
観
念
」

・
石
田
義
光
東
北
大
学
附
属
図
書
館
専

門
員
「
狩
野
文
庫
ｌ
江
戸
文
化
の
雛
形

ｌ
」

た
。
杉
浦
梅
潭
は
勝
海
舟
の
漢
詩
の
師

と
し
て
も
知
ら
れ
、
勝
海
舟
は
「
氷
川

情
話
」
の
中
で
、
「
詩
は
、
壮
年
の
時

に
、
杉
浦
梅
源
に
習
と
と
述
べ
て
い

ま
す
。資
料
の
内
容
は
、
日
記
・
備
忘
類
、

詩
稿
類
、
書
簡
類
、
来
簡
・
詩
菱
類
、

写
真
類
、
文
具
類
な
ど
、
約
一
、
二
○

○
点
で
す
。

全
般
的
に
は
、
幕
末
・
明
治
期
の
歴

史
・
文
学
関
係
資
料
で
、
特
に
幕
末
か

ら
明
治
に
至
る
日
記
は
、
最
後
の
箱
館

奉
行
と
し
て
の
歴
史
的
証
言
を
含
む
も

の
で
、
幕
末
・
維
新
史
、
北
海
道
史
に

と
っ
て
貴
重
な
資
料
で
す
。
目
付
、
箱

館
奉
行
の
時
代
の
日
記
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
杉
浦
梅
源
目
付
日
記
」
「
杉
浦
梅
潭

箱
館
奉
行
日
記
」
（
杉
浦
梅
潭
日
記

刊
行
会
、
平
成
３
年
刊
）
と
し
て
公
刊

I

｜

’
角
～

’
｜
’あ

い
に
く
の
雨
と
急
な
冷
え
込
み
に

た
た
ら
れ
て
、
一
般
市
民
の
参
加
が
や

や
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、

和
歌
史
分
野
の
最
先
端
の
研
究
の
報
告

と
、
東
北
大
学
の
重
要
な
蔵
書
で
あ
る

狩
野
文
庫
の
総
合
的
な
紹
介
が
な
さ
れ
、

有
意
義
な
会
と
な
っ
た
。

本
鋤
雲
、
木
村
芥
舟
、
依
田
学
海
、
岡

本
黄
石
、
小
野
湖
山
、
大
沼
枕
山
な
ど

の
旧
幕
臣
、
著
名
な
漢
詩
人
か
ら
の
も

の
が
多
く
、
ま
た
勝
海
舟
、
伊
藤
博
文
、

松
浦
武
四
郎
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
未
公
開
、
未
紹
介
の

新
資
料
で
す
。

当
館
で
は
今
後
、
こ
れ
ら
の
資
料
を

整
理
し
、
館
外
の
研
究
者
を
交
え
て
共

同
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
今
年
五
月

に
、
特
別
展
示
「
杉
浦
梅
諏
と
幕
末
・

維
新
の
漢
詩
人
達
」
と
公
開
講
演
会
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
資
料
類
は
一
定
の
補
修
・
整

理
期
間
を
要
す
る
た
め
、
閲
覧
可
能
に

な
る
の
は
来
年
度
以
降
の
見
通
し
で
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
期
の
日
記
は

未
刊
行
で
す
。

来
簡
は
、
梅
揮
の
漢
詩
人
と
し
て
の

交
友
範
囲
の
広
さ
を
示
す
も
の
で
、
栗

－2－
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平
成
六
年
度
「
国
文
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
第
六
回
）
報
告

平
成
六
年
度
「
国
文
学
と
コ
ン
更
さ
れ
た
。

ピ
ュ
ー
タ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
第
六
回
）
」
ま
た
、
パ
ネ
ル
討
論
は
同
一
の
テ
ー

は
、
十
二
月
九
日
に
約
百
名
の
参
加
者
マ
で
、
マ
イ
ケ
ル
・
ワ
ト
ソ
ン
（
明
治

の
下
で
開
催
さ
れ
た
。
「
新
し
い
情
報
学
院
大
学
）
、
中
村
康
夫
（
国
文
研
）

技
術
の
展
開
に
お
け
る
国
文
学
研
究
を
両
氏
の
司
会
に
よ
り
、
パ
ネ
ラ
ー
に
講

考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
五
件
の
演
者
を
煩
わ
せ
て
、
開
か
れ
た
。

講
演
と
パ
ネ
ル
討
論
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
パ
ネ
ル
討
論
は
、
新
し
い
情
報
技
術

ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
と
国
文
学
研
究
の
接
点
に
つ
い
て
、
多

要
を
以
下
に
示
す
（
敬
称
略
）
。
様
な
問
題
が
出
さ
れ
、
各
種
の
観
点
か

一
情
報
国
文
学
の
一
路
程
ｌ
研
究
語
ら
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。
と
く
に
、

菜
の
組
織
化
に
つ
い
て
国
文
学
研
究
に
と
っ
て
、
マ
ル
チ
メ

藤
原
鎮
男
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）
デ
ィ
ア
情
報
の
取
扱
い
は
疑
似
体
験
で

二
国
際
接
続
・
電
子
本
・
重
点
領
域
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
出
さ
れ
た
が
、

安
永
尚
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）
本
物
に
如
く
は
な
い
が
、
今
ま
で
出
来

三
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
情
報
な
か
っ
た
こ
と
が
容
易
に
可
能
と
な
る

の
共
有
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘

内
藤
昭
三
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
情
報
国
文
学
は
今

ア
研
究
所
）
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
よ
う
や
く
国
文

四
Ｓ
Ｇ
Ｍ
Ｌ
ｌ
そ
の
基
本
的
考
え
方
学
研
究
に
と
っ
て
好
都
合
な
研
究
環
境

と
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
交
換
流
通
へ
が
整
い
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

の
適
用
可
能
性
点
が
、
国
文
学
及
び
悩
報
工
学
両
者
に

石
塚
英
弘
（
図
書
館
悩
報
大
学
）
と
っ
て
の
大
き
な
期
待
と
な
っ
た
。

五
資
料
目
録
／
本
文
の
Ｓ
Ｇ
Ｍ
Ｌ
に
な
お
、
メ
ー
カ
ー
、
出
版
社
の
協
力

よ
る
デ
ー
タ
記
述
と
利
用
を
得
て
、
関
連
す
る
最
新
の
製
品
や
実

原
正
一
郎
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）
験
の
展
示
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

な
お
、
講
演
二
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
が
あ
り
、
盛
況
で
あ
っ
た
。
（
報
告
書

ド
大
学
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ハ
リ
ー
ズ
教
授
は
間
も
な
く
出
版
予
定
。
）

を
予
定
し
て
い
た
が
、
急
病
の
た
め
変
（
研
究
情
報
部
安
永
尚
志
）

へ

山
口
県
須
佐
町
の
益
田
家
は
、
戦
国

期
石
見
益
田
七
尾
城
に
よ
っ
た
豪
族
で
、

藩
政
時
代
は
山
口
県
阿
武
郡
須
佐
を
本

拠
と
し
て
、
一
万
三
千
石
を
領
有
し
た
。

藩
初
の
財
政
改
革
を
断
行
し
た
二
十
代

元
祥
（
牛
庵
）
よ
り
、
幕
末
禁
門
の
変

で
自
刃
し
た
三
十
三
代
親
施
に
い
た
る
、

萩
藩
の
永
代
家
老
の
家
柄
と
し
て
知
ら

れ
る
。同
家
に
所
蔵
さ
れ
る
歴
史
史
料
は
中

世
よ
り
近
代
に
至
る
ま
で
、
約
一
万
点

に
も
及
び
、
質
量
と
も
に
群
を
抜
く
も

の
が
あ
る
。
現
在
、
益
田
家
史
料
の
一

部
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
寄
託
さ

れ
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
二
・
五
十
三

年
の
両
度
に
わ
た
り
、
山
口
県
教
育
委

員
会
に
よ
る
益
田
家
本
・
史
料
編
纂
所

寄
託
本
の
総
合
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、

「
益
田
家
歴
史
資
料
目
録
」
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
益
田
家
本
は

須
佐
民
俗
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
．

益
田
家
史
料
は
毛
利
博
物
館
・
岩
国

吉
川
家
・
阿
弥
陀
寺
な
ど
と
並
ぶ
山
口

県
下
有
数
の
歴
史
資
料
で
、
国
文
学
関

係
資
料
と
し
て
は
、
近
世
の
連
歌
懐
紙

・
和
歌
詠
草
な
ど
に
見
る
べ
き
も
の
が

あ
る
。山
口
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
調
査
は

ｌ
文
庫
紹
介
⑳

山
口
県
須
佐
民
俗
資
料
館
益
田
家
蔵
本

/へ

文
書
を
中
心
に
し
た
も
の
で
、
典
籍
に

つ
い
て
は
整
理
が
充
分
で
な
か
っ
た
が

（
整
理
番
号
が
な
か
っ
た
）
、
昭
和
六
十

三
年
度
よ
り
平
成
三
年
度
に
わ
た
る
梅

光
女
子
大
学
の
宮
田
尚
・
渡
辺
憲
司

（
当
時
）
両
氏
に
よ
る
精
力
的
な
整
理

調
査
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
当
館
の
調

査
と
収
集
を
行
な
い
、
調
査
Ｃ
カ
ー
ド

約
千
点
を
と
っ
て
一
応
調
査
を
完
了
し

た
。
現
在
ま
で
収
集
点
数
は
百
五
十
点

で
、
継
続
中
で
あ
る
。

な
お
、
萩
市
立
図
書
館
に
は
益
田
精

祥
寄
贈
和
漢
書
二
百
部
弱
が
あ
る
。
ま

た
、
所
謂
デ
ィ
ア
ク
セ
シ
ョ
ン
さ
れ
た

も
の
を
若
干
見
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。

須
佐
民
俗
資
料
館
へ
の
交
通
は
山
陰

線
須
佐
駅
下
車
で
あ
る
が
、
国
道
百
九

十
一
号
線
で
萩
市
か
ら
車
で
約
四
十
分

で
あ
る
。

所
在
地
〒
７
５
９
１
３
４
阿
武

郡
須
佐
町
大
字
須
佐
須
佐
民
俗
資
料

館
電
話
○
八
三
八
七
’
六
’
二
四
四

八

（
文
献
資
料
部
山
崎
誠
）
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表
白
御
草
巻
子
本
一
軸
は
、
守
覚
法

親
王
の
表
白
を
集
め
た
も
の
で
、
御
は

尊
称
、
草
は
草
稿
の
意
で
あ
ろ
う
。
東

寺
宝
菩
提
院
旧
蔵
本
で
あ
る
。
書
写
は

建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
、
書
写
者
は

東
寺
の
親
快
で
あ
る
。

本
書
は
原
装
の
ま
ま
で
、
本
文
に
欠

失
は
な
い
。
雲
母
引
き
銀
鼠
色
鳥
の
子

表
紙
で
、
打
付
け
で
「
表
白
御
草
結
縁

潅
刷
伝
法
湘
刷
迩
塁
ハ
」
と
外
題
さ
れ
て
い

る
。
見
返
し
に
目
録
が
あ
る
が
、
本
文

の
実
際
と
若
干
の
齪
酪
が
あ
る
。
料
紙

は
斐
紙
で
全
紙
二
十
紙
継
、
全
て
四
八

四
行
を
存
す
る
。
本
文
に
は
朱
墨
で
傍

訓
・
返
点
・
合
符
・
声
点
が
施
さ
れ
て

い
る
。
紙
背
に
は
裏
書
注
が
存
す
る
。

奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

建
長
六
年
正
月
二
十
五
日
於
遍
智

院
書
写
之

東
寺
末
葉
親
快

同
年
四
月
四
日
於
仁
和
寺
北
長
尾

房
逢
干
三
位
法
印
読
之
加
点
了

両
度
交
合
了

法
印
云
此
御
草
寺
中
猶
以
無
披
露

尤
可
秘
蔵
之
由
垂

右
に
よ
れ
ば
本
書
は
守
覚
没
の
二
十

五
年
後
に
仁
和
寺
理
智
院
隆
澄
（
三
位

表
白
御
草

新
収
資
料
紹
介
⑳

法
印
）
の
訓
説
に
し
た
が
っ
て
覚
洞
院

法
印
親
快
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
に
は
十
五
篇
の
表
白
が
収
め
ら

れ
る
。
目
録
に
無
く
実
際
に
は
本
文
が

あ
る
も
の
を
ロ
で
示
す
。

観
音
院
潅
頂
三
昧
耶
戒
表
白

同
表
白

［
自
謙
］

同
初
夜
表
白

同
表
白

同
嘆
徳
返
答

大
阿
闇
製
任
覚
法
印

同
乞
戒
導
師
表
白
為
人
作
確
唾
舵
都
二
月
日
為

［
教
化
］

宮
御
潅
頂
大
阿
闇
梨
表
白

［
親
覚
法
眼
傳
法
潅
頂
大
阿
闇
梨
表

白
］仁
隆
律
師
傳
法
潅
頂
大
阿
闇
梨
表
白

海
恵
律
師
傳
法
潅
頂
大
阿
闇
梨
表
白

行
宴
法
橋
傳
法
潅
頂
大
阿
閣
梨
表
白

覚
演
傳
法
潅
頂
大
阿
闇
梨
表
白

賢
清
傳
法
潅
頂
大
阿
閣
梨
表
白

隆
憲
傳
法
潅
頂
大
阿
閣
梨
表
白

性
我
傳
法
潅
頂
大
阿
閣
梨
表
白

傳
法
潅
頂
嘆
徳
返
答
予

こ
れ
ら
の
表
白
に
現
れ
る
任
覚
・
行
宴

・
宮
（
道
法
）
親
覚
・
仁
隆
・
海
恵
・

行
宴
・
覚
演
・
賢
清
・
隆
憲
・
性
我
ら

は
守
覚
の
付
法
（
血
脈
類
集
記
第
七
に

よ
る
）
で
、
自
ら
大
阿
闇
梨
と
し
て
伝

角

法
潅
頂
に
臨
ん
だ
際
の
表
白
（
三
昧
耶

戒
儀
・
初
夜
儀
・
後
朝
嘆
徳
儀
）
で
あ

つ
（
》
○

本
書
に
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
次

の
僚
巻
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
も
に
親

快
書
写
（
建
長
六
年
）
本
で
あ
る
。

・
東
寺
宝
菩
提
院
旧
蔵
本

（
“
茜
）
「
表
白
御
草
上
錘
蠅
養
結
縁
潅
頂
」

（
月
）

御
室
御
潅
頂
初
夜
表
白
睡
麺
幸
年
四
月

観
音
院
結
縁
潅
頂
初
度
表
白
忙
篭
減
り

同
初
夜
表
白

同
嘆
徳
御
返
答

伝
法
潅
頂
初
夜
表
白
仁
性
仰
師

同
潅
頂
初
夜
表
白
爽
任
法
眼

八
條
院
御
堂
供
養
表
白

上
西
門
院
北
山
三
昧
堂
供
養
表
白

・
岩
瀬
文
庫
蔵
柳
原
文
庫
旧
蔵
本

（
外
題
）
「
表
白
御
草
中
唾
雄
罐
岬
癖
識
羅
」

（
息
）

八
条
院
常
盤
御
堂
供
養
表
白

院
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
表
白

高
倉
院
尊
勝
陀
羅
尼
供
養
表
白

公
家
孔
雀
経
御
修
法
表
白

中
宮
孔
雀
経
御
修
法
表
白

同
結
願
事
由

院
孔
雀
経
御
修
法
表
白

同
結
願
事
由

公
家
愛
染
王
御
修
法
表
白

法
皇
愛
染
王
御
修
法
表
白

宝
菩
提
院
本
の
外
題
は
上
巻
で
あ
る
と

ハ
ー

明
示
さ
れ
（
後
筆
）
、
岩
瀬
文
庫
本
も

中
巻
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、

内
容
的
に
は
本
書
・
宝
菩
提
院
本
・
岩

瀬
文
庫
本
の
順
序
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
本
書
の
出
現
に
よ
り
、
守

覚
法
親
王
自
草
の
表
白
集
の
全
貌
が
明

ら
か
に
な
り
、
「
十
二
巻
本
表
白
集
」

の
原
資
料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
に

至
っ
た
。
ま
た
全
文
に
施
さ
れ
る
訓
注

は
、
自
記
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
俄
に
は
断
定
で
き
な
い
も
の
の
、

守
覚
法
親
王
の
文
藻
を
物
語
る
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。
本
書
中
に
見
ら
れ
る
教

化
一
傭
も
声
明
資
料
と
し
て
批
重
で
あ

り
、
背
記
の
勘
注
に
引
か
れ
る
内
外
典

（
一
連
の
公
家
仁
王
会
兇
願
文
侠
文

〈
敦
基
・
敦
光
・
隆
頼
・
維
時
・
長
谷

雄
・
直
幹
・
茂
明
・
文
時
・
元
夏
〉
が

と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
）
に
も
興
味
深

い
も
の
が
多
い
。

本
書
の
価
値
に
つ
い
て
、
「
守
覚
法

親
王
の
儀
礼
世
界
ｌ
仁
和
寺
蔵
紺
表
紙

小
双
紙
の
研
究
ｌ
」
を
参
観
さ
れ
た
い
。

「
国
書
逸
文
研
究
」
第
十
六
号
に
岩
瀬

文
庫
本
の
翻
刻
・
紹
介
が
あ
る
。

（
文
献
資
料
部
山
崎
誠
）

－4－



ISSNO386~4790

平成7年3月国文学研究資料館報第44号

古
今
和
歌
集
版
本
三
九
点

古
今
集
の
整
版
本
は
従
来
の
研
究
で

は
二
十
九
種
と
そ
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が

七
十
五
類
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
今
回
収
蔵
さ
れ
た
中
に
は
延
宝
四

年
大
坂
河
内
屋
理
兵
衛
版
な
ど
若
干
の

新
種
、
新
亜
種
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ま

で
当
館
が
所
蔵
し
て
い
た
二
十
九
点

（
無
刊
記
本
、
同
版
本
）
を
併
せ
る
と
、

二
十
四
種
を
収
録
し
た
こ
と
に
な
る
。

自
闘
歌
写
本
一
帖

新
古
今
期
の
代
表
歌
人
十
七
名
の
自

讃
歌
と
称
す
る
歌
を
各
人
十
首
計
百
七

十
首
に
集
成
し
た
歌
書
。
古
く
は
後
鳥

羽
院
撰
と
さ
れ
た
が
、
そ
れ
よ
り
百
年

後
、
為
世
あ
た
り
の
成
立
と
さ
れ
る
。

伝
本
は
百
以
上
か
と
推
定
さ
れ
、
宗
祇

抄
や
尭
孝
注
他
数
十
種
の
注
も
流
行
し

た
。
本
書
は
縦
二
九
・
五
、
横
二
一
セ

ン
チ
の
袋
綴
、
墨
付
き
十
四
丁
一
冊
。

外
題
、
序
、
識
語
の
類
は
一
切
な
く
、

一
丁
裏
の
目
録
か
ら
い
き
な
り
始
ま
る
。

定
家
と
有
家
の
歌
順
が
入
れ
替
っ
て
い

る
点
や
他
の
細
部
の
移
動
を
勘
案
す
る

と
、
比
較
的
古
活
字
版
の
宗
祇
注
の
そ

れ
に
近
い
が
、
な
お
違
い
が
残
る
。
表

と
裏
に
付
さ
れ
た
間
に
合
わ
せ
の
仮
表

新
収
和
古
書
抄
ｌ
平
成
六
年
Ｉ

紙
に
「
后
鳥
羽
院
御
製
自
讃
歌
全
」

「
明
治
三
十
六
月
楓
荘
散
人
脩
之
」

「
正
筆
徹
書
記
真
蹟
恒
川
淡
水
翁
艦

定
明
治
三
十
二
年
七
月
十
又
四
」
と

あ
り
、
正
徹
の
筆
と
は
い
ま
断
言
で
き

な
い
が
、
本
文
は
室
町
期
に
は
遡
り
う

る
筆
で
あ
る
。

蝿
狂
言
記
刊
横
本
五
冊

刊
記
「
元
禄
十
二
娠
霜
月
吉
日
／
堀
河

六
角
下
八
尾
平
兵
衛
／
寺
町
松
原
上

菱
屋
治
兵
衛
」
．
元
禄
十
二
年
刊
狂

言
記
は
、
野
田
弥
兵
衛
・
八
尾
平
兵
衛

・
野
田
重
兵
衛
版
が
知
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
京
・
江
戸
の
両
野
田
を
削
っ

て
菱
屋
の
名
を
加
え
た
後
刷
本
。
菱
屋

治
兵
衛
は
観
世
流
の
謡
本
や
部
分
謡
本

も
覆
刻
し
て
い
る
。

下
手
談
義
聴
聞
集
五
巻
五
冊

臥
竹
軒
撰
。
宝
暦
四
年
刊
。
宝
暦

三
年
賊
。
書
騨
、
松
栢
堂
（
日
本
橋
通

登
町
目
）
。
彫
工
、
田
代
一
瓢
．

百
人
一
首
和
歌
始
衣
抄
刊
本
一
冊

山
東
京
伝
作
に
な
る
百
人
一
首
の
戯

注
で
、
「
は
つ
い
し
よ
う
」
と
読
む
。

家
持
以
下
雅
経
の
十
七
名
が
対
象
。
天

明
七
年
刊
（
漢
文
自
叙
お
よ
び
巻
末
識

語
）
。
京
伝
の
画
名
「
政
演
画
」
と
落

へ

款
の
入
っ
た
見
開
き
挿
絵
は
鈴
木
重
三

に
よ
っ
て
奥
村
政
信
画
の
絵
入
本
「
千

載
和
歌
集
」
の
一
構
図
の
も
じ
り
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
中
本
袋

綴
。
表
紙
は
黒
ず
ん
だ
草
色
に
空
押
で

葵
草
の
紋
様
あ
り
。
剥
奪
し
た
題
篭
が

わ
ず
か
に
残
る
。
本
紙
虫
食
は
補
修
済

み
。
他
本
に
見
え
る
巻
末
蔵
版
目
録
は

無
く
、
代
り
に
匡
郭
を
変
え
「
珍
し
き

新
板
諸
所
追
〃
出
来
申
候
御
求
メ
御
覧

可
被
下
候
／
江
戸
通
油
町
書
林
蔦
屋

重
三
郎
」
と
あ
る
。
蔵
書
印
「
玖
侶
社

記
」
「
森
氏
」
等
あ
り
。

葵
氏
艶
贈
上
中
下
三
冊
大
本

彩
色
画
譜
。
葵
氏
描
け
る
と
こ
ろ
の
難

波
新
町
の
四
季
折
々
の
生
活
を
軽
妙
に

描
い
た
も
の
。
四
条
派
風
の
絵
見
開
三

十
一
図
片
面
四
図
、
発
句
を
見
開
六
丁

百
九
首
収
む
。
本
書
は
再
版
本
で
、
享

和
三
年
生
生
瑞
馬
序
に
、
ち
ぬ
翁
の
再

版
序
を
加
え
る
。
文
化
十
二
年
大
阪
の

富
田
屋
、
藤
屋
、
河
内
屋
の
版
。
「
け

ん
ふ
る
」
の
蔵
書
印
あ
り
。

新
聞
錦
絵

明
治
期
の
新
聞
記
事
を
抄
録
し
、
事

件
を
図
解
す
る
錦
絵
と
共
に
一
枚
刷
り

に
し
て
刊
行
し
た
も
の
。
東
京
日
々
新

聞
・
横
浜
毎
日
新
聞
・
郵
便
報
知
新
聞

・
か
な
よ
み
新
聞
・
教
会
新
聞
の
錦
絵

版
。
全
二
七
点
。

/一

既
刊
分
は
次
の
と
お
り
。

「
浮
世
風
呂
・
浮
世
床
ｌ
世
間
話
の
文

学
‐
坐
本
田
康
雄
著

「
書
の
秘
伝
ｌ
入
木
道
の
古
典
を
読
む

ｌ
」
新
井
榮
蔵
著

『
千
載
集
ｌ
勅
撰
和
歌
集
は
ど
う
編
ま

れ
た
か
‐
坐
松
野
陽
一
著

「
古
文
書
が
語
る
近
世
村
人
の
一
生
」

森
安
彦
著

定
価
は
各
二
千
円
で
、
市
販
さ
れ
て
い

つ
《
》
。

ま
た
、
本
年
中
に
次
の
書
が
刊
行
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
（
順
不
同
・
表
題
は

１
国
文
研
ｌ
新
し
い
動
き
②
Ｉ
ｊ

「
セ
ミ
ナ
ー
原
典
を
蓉
河
互

当
館
で
は
、
平
成
五
年
夏
よ
り
「
原

典
講
読
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
て
い
る
。

こ
れ
は
今
後
も
継
続
の
予
定
で
、
本
年

夏
に
も
開
催
さ
れ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
平

仮
題
）
。

「
三
十
一
字
』

三
体
伝
承
」

「
百
人
一
首
」

「
コ
ン
ピ
ュ
ー

志
著『
蚕
種
業
者
の

著 凡
社
か
ら
「
セ

が
、

刊
行
さ
れ
て
い
る
。

佐
竹
昭
廣
著

岡
雅
彦
著

松
村
雄
二
著

夕
国
文
学
論
」
安
永
尚

洋
行
日
記
』
丑
木
幸
男

講
義
に
つ
い
て
は
、
平

ミ
ナ
ー
原
典
を
読
む
」
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委
員
会
記
録

平
成
６
年

皿
月
加
日
国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
会
議
（
北
海
道
・
東

北
地
区
）

ｎ
月
４
日
国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
会
議
（
中
国
・
四
国

地
区
）

ｎ
月
加
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
二
回
）

吃
月
Ｍ
日
共
同
研
究
委
員
会
（
第

二
回
）

吃
月
犯
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
三
回
）

平
成
７
年

２
月
２
日
国
文
学
文
献
資
料
収
集

計
画
委
員
会
（
第
二
回
）

２
月
８
日
共
同
研
究
委
員
会
（
第

三
回
）

２
月
皿
日
情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会

（
第
一
回
）

２
月
鰡
日
古
典
籍
総
合
目
録
委
員

会
（
第
一
回
）

評
蟻
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
二
回
評
議
員
会
が
平
成
七

年
三
月
十
五
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
、

議
事
は
、
管
理
運
営
の
概
況
、
平
成
七

年
度
予
算
内
示
及
び
科
学
研
究
費
補
助

彙
報

｜’

金
並
び
に
平
成
七
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
評
議
が
行
わ
れ
た
。

運
営
協
溌
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
二
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
六
年
十
二
月
二
十
七
日
（
火
）
に
開

催
さ
れ
、
会
長
に
松
野
運
営
協
議
員
が
、

副
会
長
に
有
吉
運
営
協
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
就
任
し
た
。
議
事
は
、
教
官
人
事
及

び
管
理
運
営
の
概
況
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
三
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
七
年
一
月
二
十
日
（
金
）
に
開
催
さ

れ
、
議
事
は
、
教
官
人
事
並
び
に
平
成

７
年
度
予
算
内
示
及
び
科
学
研
究
費
補

助
金
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

本
年
度
第
四
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
七
年
二
月
二
十
二
日
（
水
）
に
開
催

さ
れ
、
議
事
は
、
教
官
人
事
、
管
理
運

営
の
概
況
及
び
平
成
七
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

外
国
出
張

松
野
陽
一

渡
航
先
オ
ラ
ン
ダ
王
国
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス

共
和
国
、
ベ
ル
ギ
ー
王

国

目
的
在
欧
州
古
典
籍
資
料
の

所
在
に
関
す
る
調
査
と

研
究
の
た
め

期
間
平
成
６
年
９
月
５
日
～

戸、

平
成
６
年
９
月
Ⅳ
日

岡
雅
彦

和
田
恭
幸

渡
航
先
オ
ラ
ン
ダ
王
国
、
フ
ラ

ン
ス
共
和
国
、
ベ
ル

ギ
ー
王
国

目
的
在
欧
州
古
典
籍
資
料
の

所
在
に
関
す
る
調
査
と

研
究
の
た
め

期
間
平
成
６
年
９
月
５
日
～

平
成
６
年
９
月
羽
日

安
永
尚
志

渡
航
先
連
合
王
国
、
フ
ラ
ン
ス

共
和
国
、
イ
タ
リ
ア

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究
の
た
め

期
間
平
成
６
年
皿
月
肥
日
～

平
成
６
年
ｎ
月
６
日

松
村
雄
二

中
村
康
夫

原
正
一
郎

渡
航
先
連
合
王
国
、
フ
ラ
ン
ス

共
和
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究
の
た
め

期
間
平
成
６
年
加
月
肥
日
～

角
一

平
成
６
年
皿
月
鋤
日

佐
竹
昭
廣

佐
伯
眞
一

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究
の
た
め

期
間
平
成
６
年
ｎ
月
岨
日
～

平
成
６
年
ｎ
月
”
日

北
村
啓
子

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
ド

イ
ツ
連
邦
共
和
国

目
的
古
い
著
作
物
を
計
算
機

で
扱
う
た
め
の
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
モ
デ

ル
の
研
究
の
た
め

期
間
平
成
７
年
１
月
４
日
～

平
成
７
年
ｎ
月
３
日

山
崎
誠

小
峯
和
明

渡
航
先
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

目
的
在
欧
州
古
典
籍
資
料
の

所
在
に
関
す
る
調
査
と

研
究
の
た
め

期
間
平
成
７
年
２
月
加
日
～

平
成
７
年
２
月
幻
日

安
永
尚
志

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
、
連

合
王
国
、
イ
タ
リ
ア
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目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究
の
た
め

期
間
平
成
７
年
３
月
皿
日
～

平
成
７
年
３
月
調
日

原
正
一
郎

渡
航
先
カ
ナ
父
ア
メ
リ
カ
合

衆
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究
の
た
め

期
間
平
成
７
年
３
月
過
日
～

平
成
７
年
３
月
幻
日

海
外
研
修
旅
行

山
田
哲
好

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
向
の
国
○
淳
（
門
鈩
東
ア

ジ
ア
部
会
）
主
催
「
史

料
管
理
の
自
動
化
に
関

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
参
加
及
び
基
調
報

告
の
た
め

期
間
平
成
６
年
加
月
羽
日
～

平
成
６
年
ｎ
月
６
日

安
藤
正
人

渡
航
先
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国

目
的
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び

汽
夢
扇
凌
両
委
員
会
出

席
の
た
め
（
国
際
文
書

館
評
議
会
専
門
職
教
育

養
成
委
員
会
主
催
）

期
間
平
成
６
年
加
月
妬
日
～

平
成
６
年
皿
月
証
日

武
井
協
三

渡
航
先
連
合
王
国

目
的
日
本
演
劇
に
つ
い
て
の

研
究

期
間
平
成
７
年
２
月
略
日
～

平
成
７
年
５
月
幻
日

文
部
省
永
年
勤
続
者
表
彰

文
部
省
永
年
勤
続
者
表
彰
規
程
に
基

づ
き
、
次
の
方
に
表
彰
状
を
伝
達
し
、

記
念
品
と
し
て
銀
盃
を
贈
呈
し
た
。

○
平
成
６
年
ｎ
月
調
日
付

森
澤
良
水
（
管
理
部
長
）

人
事
異
動
（
平
成
６
年
９
月
～
平
成
７

年
２
月
）

○
平
成
６
年
皿
月
１
日
付

（
併
任
解
除
）

松
野
陽
一
（
文
献
資
料
部
長
）

岡
雅
彦
（
文
献
資
料
部
第
三
文

献
資
料
室
長
）

松
野
陽
一
（
文
献
資
料
部
第
四
文

献
資
料
室
長
）

（
併
任
）

岡
雅
彦
（
文
献
資
料
部
長
）

（
次
頁
へ
続
く
）

）

ｉ
国
文
研
ｌ
新
し
い
動
き
③
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
＃
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ

影
印
叢
書
の
刊
行

当
館
で
は
、
国
文
学
に
関
す
る
文
献
可
心
板
」
の
刊
記
を
持
つ
、
い
わ
ゆ
る

資
料
と
し
て
、
原
本
（
写
本
・
版
本
）
「
大
坂
版
」
の
初
刷
と
い
わ
れ
て
い
る

を
対
象
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
も
の
で
す
。
現
存
す
る
『
好
色
一
代

撮
影
、
収
集
を
行
う
と
と
も
に
原
本
の
男
』
の
な
か
で
、
最
も
美
し
い
と
さ
れ

収
集
を
行
い
、
広
く
研
究
者
の
利
用
に
て
い
る
本
で
、
す
で
に
新
潮
日
本
古
典

供
し
て
い
ま
す
。
集
成
版
「
好
色
一
代
男
』
の
底
本
と
し

原
本
の
う
ち
、
特
に
資
料
的
価
値
の
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
い
と
認
め
ら
れ
る
資
料
を
選
ん
で
本
書
の
内
容
は
、
刊
行
に
当
っ
て

「
貴
重
書
」
に
指
定
し
、
そ
の
保
管
・
（
佐
竹
昭
廣
館
長
）
、
口
絵
写
真
（
力

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
な
取
り
扱
ラ
ー
ニ
葉
）
、
本
文
影
印
、
．
解
題
（
松

い
を
し
て
お
り
、
現
在
、
八
○
点
が
貴
田
修
当
館
名
誉
教
授
）
か
ら
成
り
、
Ｂ

重
書
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
判
、
函
入
、
三
七
五
ぺ
ｌ
ジ
、
定
価

し
か
し
、
保
存
と
利
用
と
い
う
対
立
六
、
五
○
○
円
で
す
。

す
る
事
柄
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
今
後
は
、
当
館
所
蔵
の
貴
重
書
の
中

て
困
難
で
、
稀
少
で
重
要
な
査
料
は
利
か
ら
書
目
を
選
定
、
隔
年
で
刊
行
し
て

用
も
多
く
、
損
傷
、
磨
耗
、
劣
化
の
進
い
く
予
定
で
す
。

行
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
購
入
御
希
望
の
方
は
、
汲
古

そ
こ
で
当
館
で
は
、
原
本
の
損
耗
防
書
院
（
○
三
’
三
二
六
五
’
九
七
六
四
）

止
、
保
存
と
利
用
の
両
立
を
図
る
こ
と
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

供
し
て
い
ま
す
。

原
本
の
う
ち
、
特
に
資
料
的
価
値
の

高
い
と
認
め
ら
れ
る
資
料
を
選
ん
で

「
貴
重
書
」
に
指
定
し
、
そ
の
保
管
・

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
な
取
り
扱

い
を
し
て
お
り
、
現
在
、
八
○
点
が
貴

重
書
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
保
存
と
利
用
と
い
う
対
立

す
る
事
柄
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
極
め

て
困
難
で
、
稀
少
で
重
要
な
査
料
は
利

用
も
多
く
、
損
傷
、
磨
耗
、
劣
化
の
進

行
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
当
館
で
は
、
原
本
の
損
耗
防

止
、
保
存
と
利
用
の
両
立
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
影
印
本
に
よ
る
副
本

を
作
製
、
「
国
文
学
研
究
資
料
館
影
印

叢
書
」
の
名
称
で
、
今
後
継
続
的
に
刊

行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
汲
古
書
院
よ
り
、
そ
の
第

１
巻
と
し
て
、
井
原
西
鶴
『
好
色
一
代

男
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
館
蔵
『
好
色
一
代
男
』
は
、
天
和

二
年
、
大
坂
思
案
橋
「
荒
砥
屋
孫
兵
衛

り

－7－
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（
前
頁
よ
り
）

鈴
木
淳
（
文
献
資
料
部
第
三
文

献
資
料
室
長
）

岡
雅
彦
（
文
献
資
料
部
第
四
文

献
資
料
室
長
）

名
子
喜
久
雄
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）

（
山
形
大
学
教
育
学
部
助
教
授
か

ら
）（
平
成
６
年
加
月
１
日
～
平
成
７

年
３
月
瓢
日
）

○
平
成
６
年
ｎ
月
坊
日
付

（
転
出
）

三
浦
弘
三
（
会
計
課
総
務
係
総
務

主
任
）

（
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
分

院
司
計
掛
主
任
へ
）

○
平
成
７
年
１
月
１
日
付

（
採
用
）

第
十
八
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

は
、
昨
年
十
一
月
十
日
十
一
日
の
両
日

に
開
催
さ
れ
た
。
研
究
発
表
と
公
開
識

演
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
「
国
際
日

本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
〈
第
十
八

回
〉
』
に
収
録
の
予
定
）
。

○
フ
ラ
ン
ス
語
訳
か
ら
見
た
井
原
西
鶴

畑
中
千
晶
○
太
平
記
の
死
の
様
相
と

論
理
崔
文
正
○
西
洋
詩
歌
と
和
歌

の
無
常
観
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
ー

第
十
八
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
報
告

’

大
久
保
武
史
（
会
計
課
総
務
係
）

平
成
７
年
度
共
同
研
究

○
「
論
義
法
会
の
綜
合
的
研
究
」

代
表
永
村
眞
（
日
本
女
子
大
学
教
授
）

○
「
杉
浦
梅
諏
関
係
資
料
に
関
す
る
基

・
礎
的
研
究
」

代
表
宮
崎
修
多
（
成
城
大
学
識
師
）

○
「
源
氏
物
語
の
梗
概
書
類
の
研
究
」

代
表
渡
辺
久
寿
（
山
梨
英
和
短
期
大

学
教
授
）

○
「
万
葉
一
葉
抄
の
総
合
的
研
究
」

代
表
岩
下
武
彦
（
東
京
女
子
大
学
教

授
）

○
「
日
本
文
学
の
特
霞
ｌ
近
松
時
代
浄

瑠
璃
の
研
究
ｌ
」

代
表
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル

（
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
授
）
〔
予
定
〕

リ
ン
○
「
怪
し
い
神
」
に
誘
わ
れ
て

ｌ
『
蓬
莱
曲
」
の
「
鬼
」
を
読
む
Ｉ

蘭
明
○
永
井
荷
風
と
「
紅
楼
夢
』

呉
偲
珍
○
近
代
日
本
の
修
辞
学
研
究

の
特
質
ｌ
そ
の
一
つ
西
洋
の
修
辞
学
変

遷
の
再
現
Ｉ
マ
ツ
シ
ミ
リ
ア
ー
ノ
・

ト
マ
シ
○
幕
末
・
明
治
期
の
「
蒙

求
」
相
田
満
○
写
本
『
魯
齊
亜
國

睡
夢
談
」
に
つ
い
て
生
田
美
智
子

○
昌
平
幾
北
寮
殺
人
事
件
ロ
バ
ー
ト

’
０
‐
１
‐
〃
１
１
１
，
７
，
‐
Ｉ
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
１
１

平
成
六
年
十
二
月
六
日
（
火
）
か
ら

平
成
七
年
三
月
二
十
四
日
（
金
）
の
間
、

現
在
公
開
し
て
い
る
国
文
学
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
サ
ー
ビ
ス
時
間
を
一
時
間
延

長
し
ま
す
。
平
常
は
十
六
時
三
十
分
に

終
了
し
ま
す
が
、
こ
れ
が
十
七
時
三
十

分
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

利
用
者
の
皆
様
の
ご
要
望
に
応
え
て
、

近
い
将
来
二
十
四
時
間
運
転
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
基
礎
デ
ー
タ
の

収
集
を
行
う
た
め
の
基
本
実
験
と
し
て

計
画
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

実
験
と
言
っ
て
も
、
普
段
と
何
ら
変

ら
な
い
利
用
が
出
来
ま
す
。
お
お
い
に

ご
利
用
下
さ
い
。

大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
二
十
四
時
間

運
転
す
る
た
め
に
は
、
難
し
い
問
題
が

多
々
あ
り
ま
す
。
一
つ
ず
つ
解
決
し
な

が
ら
実
現
の
努
力
を
続
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

平
成
六
年
六
月
に
、
皆
様
の
協
力
を

得
て
、
約
一
カ
月
間
一
日
三
時
間
半
の

・
キ
ャ
ン
ベ
ル
○
「
英
日
国
文
学
研

究
語
莱
リ
ス
ト
」
の
作
成
を
試
み
て
ｌ

東
西
の
比
較
ｌ
藤
原
鎭
男
○
わ
が

国
文
研
ｌ
新
し
い
動
き
④

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
サ
ー
ビ
ス

時
間
延
長
実
験
に
つ
い
て

Ｉ

ｌ

ｌ
４
‐
‐
‐
４
１
１
‐
４
１
‐
‐
１
１
哩
日
‐
Ｊ
１
‐
１
日
“
ｌ
‐
Ⅱ
｝
‐
Ｉ
‐
８
１
１
‐
‐
１
１
１
１
１
↓
ト
ー
１
６
１
１
１
１
１
０
１
‐
Ｏ
ｒ
ｈ
‐
ｑ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｏ
１
４
１
１
１
Ｉ
１
‐
ｌ
Ｉ
０
ｌ
ｌ
９
６
ｊ
１
０
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
Ｉ
ｌ
９
ｌ
ｆ
ｌ
ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
‐
ｆ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
ｑ
ｑ
０

ご
と
く
わ
れ
を
思
は
ん
人
も
が
な
‐
ｌ
中

世
フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
王
朝
の
「
恋
」

ｌ
ロ
イ
ヤ
ル
・
タ
イ
ラ
Ｉ

延
長
運
転
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
一

カ
月
間
の
実
験
は
た
い
へ
ん
短
い
も
の

で
し
た
が
、
そ
の
時
の
特
徴
的
な
結
果

の
一
つ
に
、
延
長
時
間
帯
の
中
で
利
用

の
ピ
ー
ク
が
十
七
時
頃
に
現
れ
る
と
い

う
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
十
七
時
を
含
む
時

間
延
長
は
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
三
時
間

に
及
ぶ
延
長
を
長
期
に
続
け
る
に
は
準

備
不
足
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
時
間
の

延
長
を
四
カ
月
間
続
け
て
み
る
こ
と
に

致
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
二
月
一
日
（
水
）
と
三
月
一

日
（
水
）
は
、
従
来
ど
お
り
の
終
了
時

間
十
六
時
三
十
分
と
な
り
ま
す
。
お
問

い
合
せ
な
ど
は
、
当
館
情
報
処
理
係
で

申
し
受
け
ま
す
。

ま
た
、
本
年
も
継
続
申
輔
の
時
期
に

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
継
続
の
手
続
を

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
情
報
処
理
室
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
）

Ｑ
噂
ｑ
ｑ
ｄ
４
ｑ
ｑ
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『
‐
…
’
１
…
…
利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
‐
！
‐
…
…
１
１
…
…
！
…
…
！
‐
…
…
１
’
１
１
‐
…
‐
…
‐
…
…
１
１
‐
…
…
…
…
‐
！
…
１
１
１
…
…
Ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
－

所
蔵
者
（
文
庫
）
分
、
六
、
○
五
七
点
を
狐
＊
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館

◆
西
尾
市
立
図
書
館
（
岩
瀬
文
庫
）
の
と
り
ま
と
め
冊
子
体
に
し
た
も
の
で
す
。
油
温
泉
寺
◆
利
用
案
内

名
称
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
区
分
の
変
更
収
録
所
蔵
者
名
、
文
庫
番
号
は
次
の
と

詞
＊
香
川
某
家
利
用
資
格

に
つ
い
て
お
り
で
す
。
今
回
新
た
に
収
録
さ
れ
た
茜
＊
松
野
陽
一
学
校
の
教
員
お
よ
び
調
査
研
究
機
関
一

こ
の
た
び
、
西
尾
市
立
図
書
館
（
岩
七
所
蔵
者
に
は
＊
印
を
付
け
ま
し
た
．
の
研
究
員
、
大
学
お
よ
び
大
学
院
の
一

諸
＊
益
田
家

瀬
文
庫
）
の
名
称
が
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
文
庫
恥
所
蔵
者
学
生
、
そ
の
他

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
岩
瀬
文
庫
皿
京
都
大
学
文
学
部
（
穎
原
文
庫
）
◆
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
の
市
販
に
つ
い
閲
覧
時
間

が
西
尾
市
立
図
書
館
か
ら
西
尾
市
教
育
略
北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
て
九
時
～
十
七
時

委
員
会
の
管
轄
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
（
北
親
文
庫
）
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
賓
料
謂
求
受
付
時
間

も
の
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
マ
イ
ク
ロ
資
別
宮
内
庁
番
陵
部
資
料
目
録
』
は
、
発
行
部
数
が
少
な
い
九
時
半
～
十
二
時
、
十
三
時
～
十
六
一

料
の
サ
ー
ビ
ス
区
分
も
変
更
に
な
り
ま
妬
東
京
都
立
中
央
図
書
館
た
め
、
一
部
の
機
関
に
し
か
配
布
で
き
時
半

し
た
。
今
ま
で
は
事
後
報
告
を
条
件
に
妬
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
縮
刷
‘
文
献
複
写
受
付
時
間

紙
焼
写
真
６
電
子
複
写
可
（
サ
ー
ビ
ス
．
錫
東
洋
文
庫
版
を
別
途
刊
行
し
市
販
し
て
い
ま
す
。
九
時
半
～
十
五
時
半

区
分
Ｂ
）
で
し
た
が
、
今
後
は
西
尾
市
⑬
岩
国
徴
古
館
第
十
七
冊
目
の
一
九
九
三
年
版
が
、
二
休
室
日

教
育
委
員
会
に
事
前
に
許
可
願
を
提
出
配
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
（
笠
間
書
院
日
曜
日
、
土
曜
日
、
祝
日
、
振
替
体
一

す
る
こ
と
（
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｄ
）
と
な
”
高
知
県
立
図
書
館
（
山
内
文
刊
、
定
価
七
、
○
○
○
円
）
日
、
毎
月
末
日
（
日
、
土
の
場
合
は
一

一
り
ま
し
た
。
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。
庫
）
直
前
の
金
曜
日
）
、
四
月
末
～
五
月
一

一
な
お
、
こ
れ
に
該
当
す
る
岩
瀬
文
庫
鰯
ロ
ヨ
ぐ
の
『
の
ご
呉
思
霞
○
ョ
冨
》
◆
当
館
所
蔵
資
料
の
翻
刻
掲
載
、
写
真
上
旬
五
日
間
、
十
二
月
二
十
七
日
～
一

一
の
資
料
は
弓
イ
ク
ロ
資
料
目
録
一
九
屑
爵
の
－
２
掲
載
に
つ
い
て
一
月
五
日
、
三
月
二
十
五
日
～
三
月
一

一
八
四
年
」
（
第
８
冊
）
お
よ
び
『
同
一
加
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
当
館
所
蔵
資
料
を
翻
刻
し
て
出
版
物
三
十
一
日
、
そ
の
他

一
九
九
三
年
」
（
第
町
冊
）
に
収
録
さ
れ
”
園
部
町
教
育
委
員
会
（
小
出
文
に
掲
載
す
る
、
あ
る
い
は
所
蔵
資
料
の
来
館
で
き
な
い
場
合

一
て
い
ま
す
。
文
庫
番
号
は
狐
で
す
。
庫
）
写
真
を
出
版
物
等
に
掲
載
す
る
場
合
は
大
学
図
書
館
等
を
通
じ
て
申
し
込
め
一

畑
大
須
文
庫
当
館
の
許
可
が
必
要
で
す
。
所
定
の
申
ば
閲
覧
（
寅
料
は
限
定
さ
れ
ま
す
）

一
◆
『
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

畑
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
請
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
情
報
サ
ー
ビ
お
よ
び
文
献
複
写
が
で
き
ま
す
。
ま
一

一
資
料
目
録
一
九
九
四
年
」
（
第
佃
伽
＊
宮
城
学
院
女
子
大
学
附
属
図
書
ス
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
、
個
人
が
郵
送
で
文
献
複
写
の
申
一

一
冊
）
刊
行
の
ご
案
内
館
な
お
、
寄
託
資
料
や
マ
イ
ク
ロ
資
料
し
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
収
集
し
た
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
う
ち
、
棚
＊
柿
衛
文
庫
に
つ
い
て
は
、
寄
託
者
あ
る
い
は
原
資
詳
細
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
係
に
お
問
い
一

一
こ
の
一
年
間
に
整
理
が
終
了
し
た
二
二
狐
＊
山
寺
芭
蕉
記
念
館
料
所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｐ
ｔ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｂ
０
０
０
■
０
■
８
９
０
０
０
０
０
０
６
９
９
＄
ｂ
０
Ｂ
０
Ｂ
Ｂ
０
ｐ
０
０
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王子市南大沢1-1東京都立大学中国

文学研究室内0426-77-2145m月

3．4日③北海道大学学術交流会館

日本国語教育学会①〒112文京区

大塚3-29-1日本教育研究連合会

第3研究室内03-3941-3420“月4

・5日③国立教育会館虎ノ門ホー

ノレ

社団法人日本語教育学会①〒107

港区赤坂1-8-10第9興和ビル内03-

3584-4872～3②5月27.28日③

学習院檸

日本社会文学会①〒101千代田区

三崎町2-3-1日本大学法学部寒河

江・栗枢研究室03-5275-8764②7

月上旬似L幌大学

日本比較文学会①〒573大阪府枚

方市北片鉾町16-1関西外国語大

学阪上研究室0720-56-1721嘩月

3．4日鯛塚山学院大学

日本文学協会①〒17O豊島区南大

塚2-17-1003-3941-2740②7月2

日③奈良女子大学

日本文学風土学会①〒359所沢市

泉町1789秋草学園短期大学国文

科研究室220429-25-1111“月

17.18日③東洋大学

日本文芸研究会①〒98O仙台市青

葉区川内東北大＝部国文学研

究室内022-222-1800内2503"月

10.11日③東北大学

日本文体論学会①〒110台東区下

谷1-5-34三修社内03-3842-1711

“月中旬頃③未定

日本方言研究会①〒192-03八王

子市南大沢1-l東京都立大学国語

研究室内日本方言研究会幹事

0426-77-2135①〒115北区西ケ丘

3-9-14国立国語研究所気付日本

方言研究会癖03-3900-3111

月26日③龍谷大学

仏教文学会①〒654神戸市須磨区

東須磨青山2-1神戸女子大学内

“月10～12日③神戸女子大学

井町7-1上智大学文学部国文学研

究室内03-3238-3637⑳月20～22

日③宮城学院女子大学

昭和文学会①〒101千代田区猿楽

町2-2-5笠澗謝境内03-3295-1331

“月3．4日③國學院檸

説話・伝承学会①〒602京都市上

京区今出川通烏丸東入同誕大学

国文学研究室内075-251-342104

月29.30日③同志社大学

説話文学会①〒228神奈川県相模

原市文京2-1-1相模女子大学学芸

学部国文学科志村有弘研究室内

0427-42-1411伽月24.25日③

大谷大学

全国大学国語教育学会①〒305つ

くば市天王台1-1-1筑波大学教育

学系人郵斗教育学研究室内0298-$-

6732.6733②8月2．3日③筑波

大学附属小顎交

中古文学会①〒156世田谷区桜上

水3-25-40日本大学文理学部国文

学研究室内03-3329-1151欧月27

・28日③日本檸垂学部

日本演劇学会①〒16Wf宿区西早
／

稲田1-6-1早稲田大学演劇博物館

内03-3203-4141内71-5218"月

21.22日“噂立女子大学

日本歌謡学会①〒63O奈良市高畑

町奈良教育大学真鍋研究室内0742-

27-9153②5月13．14日③燭協

大学

日本近世文学会①〒16瀦『宿区戸

山1-24-l早稲田大学文学部谷脇

理史研究室内03-3203-4141嘩月

3．4日③立教大学

日本近代文学会①〒11弦京区本

郷7-3-l東京大学文学部国文学研

究室内03-3812-2111内3818事務

取扱①〒113文京区本駒込5-16-9学

会センターC21日本学会事務セン

ター内03-5814-5810唖月27･28

日③成城大学

日本口承文芸学会①〒192-03八

平成7年度

春季学会
①事務局酔会開催日③会場

解釈学会①〒17O豊島区北大塚3-

29-2教育出版センター内03-5394-

1203②8月25日③国文学研究資

料館

歌舞伎学会①〒169新宿区西早稲

田1-6-l早稲田大学演劇博物館内

03-3203-4141内71-5218②5月14

日③江戸東京博吻館

訓点語学会①〒192-03八王子市

東中野742-1中央大麩学部国文

学研究室内0426-74-3789②5月26

日③龍谷大学

芸能史研究会①〒606京都市左京

区浄土寺真如町77紫雲荘6号室

075-761-8718唖月11日③京大

会館

国語学会①〒113文京区本郷7-3－

1東京大…部国語研究室内03-

3812-2111②5月27.28日③魂

谷大学

古事記学会①〒150渋谷区束4-

10-28國學院大学文学部日本文学

第二研究室内03-5466-0215m月

17.18日③関東短期大学

上代文学会①〒102千代田区紀尾
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